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2021年6月16日 複数の資産への投資時には『相関係数』に注目
2021年6月11日 最強の資産形成戦略を考える

経済再開に伴い原油需要は堅調
原油は2018年以来の高値

 中東の地政学リスクはくすぶったままです。また、IEAのレポートは強制力を伴うものではないものの、今後の化
石燃料への投資が世界的に難しくなることを強く示唆する内容でした。

 こうした供給抑制要因が続く中で、経済正常化に伴う需要拡大が続けば、原油価格が一段高となる可能性
があります。

2021年6月22日

 北米の代表的な原油指標であるWTI（ウエスト・テキサ
ス・インターミディエート）先物価格は上昇基調を続け、
6月16日には1バレル＝72ドルを超え、2018年以来の
高値となりました。

 新型コロナワクチン接種の進展により経済活動が正常
化に向かい、原油の需要回復期待が強まっています。石
油輸出国機構（OPEC）によると、2021年の世界の
原油需要は2020年から600万バレル増加すると見込
まれています。

需要拡大の一方で地政学、環境問題が供給を抑制

需要回復の中で供給が抑制され続ければ一段高も

原油価格は需要拡大期待、供給抑制懸念から上昇

（注）データは2018年1月1日～2021年6月21日。
（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

【WTI原油価格】

【世界の原油需給見通し】

 また、供給への懸念も高まっています。国際エネル
ギー機関（IEA）は5月18日、2050年のカーボン
ニュートラル（二酸化炭素ネット排出量ゼロ）を実現
するため、今後の石炭及び石油・ガスの新規開発停止
を含む行程表を発表しました。

 イランでは6月18日に行われた大統領選挙で、反米保
守強硬派と言われるライシ司法府代表が勝利しました。
ライシ氏は米国の個人制裁の対象となっていることから、
バイデン政権との間で行われている核合意への復帰交
渉はさらなる難航が予想されます。イランから国際社会
に向けての原油輸出再開はめどが立たない状況です。

エネルギー投資減少、
中東問題が供給を抑制へ

2019年 2020年 2021年
世界需要 100.0 90.6 96.6

供給 100.0 93.6 96.6
非OPEC 70.6 67.9 68.9
OPEC 29.3 25.6 27.7

需給バランス 0.0 3.0 0.0
（注1）需給バランス＝供給－需要。単位は百万バレル（日量）。

2021年6月時点。
（注2）2019年は実績。2020年は実績見込み。2021年は

OPECによる予想。ただし、2021年のOPEC生産量は
全体の需給が均衡するとの仮定のもとでの弊社算出値。

（注3）四捨五入の関係で、OPEC、非OPEC供給量の合計は
必ずしも全体の供給量と一致しない。

（出所）OPECのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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